
チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 改善目標、工夫している点など 検討事項

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切であるか

1 7 7

・新事業所移転で解決できると思う(４)。
・現在段差の問題がある。
・車いすの子は良いが、彩香ちゃんのように座椅
子利用のお子さんは目線が違うため気を遣う。
・職員の肉体的ストレス等、不適切な面がある。
新場所では、少しずつ改善されると思うが事業所
の特性を考えリフト等の導入も必要だと思う。
・長期休業や土曜日は手狭に感じるが、ベットの
配置等を工夫してスペース確保に努めていた。

・４／１～新事業所への移転によ
り改善する。

2 職員の配置数は適切であるか 11 3
・送迎時に不安がある。 ・必要に応じて看護師２名体制を

とっている。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配
慮が適切になされているか

1 5 10
・室内へは玄関の段差とスロープでしか上がれ
ない。
・新事業所へ移転後は適切になると思う(２)。
・廊下、台所が狭い。

・４／１～新事業所への移転によ
り改善する。

4 勤務日・勤務時間は適切か 10 2 2

・平日の帰りの送迎時間について検討してほし
い。
・17時に送迎に行き帰ってくるのは18時の残業
前提の組み方は適切なのか？
・事前に都合を聞いて頂けたのでありがたかっ
た。

・送迎時間については、遠方の利
用者、送迎の組み合せ、看護師
同乗等の課題があり、１８時まで
に戻ってくることが難しい現状が
ある。改善の必要性は感じてい
る。出勤時間を遅らせる等の工夫
を考えていきたい。

5 給与・待遇などは適切か 10 3 1
・業務内容によって差をつけても良いのではない
か。

・業務内容や資格の有無により手
当を付けている。

6
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか
（理事のみ回答）

7

保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげているか （理事のみ回
答）

8
この自己評価の結果を、事業所の会報やホー
ムページ等で公開しているか（理事のみ回答）

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか（理事のみ回答）

10
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか（理事のみ回答）

11
アセスメントを適切に行い、利用者と保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、個別支
援計画を作成しているか（常勤スタッフのみ）

1 1 1

・個々の利用者のアセスメントシートの作成が必
要である。

12 活動プログラムの立案をチームで行っているか 8 5

・チームでの活動プログラムの作成が必要であ
る。
・常勤者に頼っている。
・常勤者で行われているのかもしれないが分から
ない。
・チームでできていない。あっても小チーム。
・その日の朝に決まることもある。
・卒業後、成人の利用者さんに対しては、労働
（例えば）も含め、さらに、活動内容、はぁもにぃ
は一人ひとりにとってどんな存在か？を深め実
践してほしいと思う。

・保護者交流を行事の中に設ける
・月、年間活動計画を保護者に配
付する。
・生活介護1人1人の仕事を作る。
（例：カフェ、おたより配付、畑等）
・毎日帯の活動と日替わりの活動
（運動・音楽・造形・調理・外
出･･･）

13
活動プログラムが固定化しないよう工夫してい
るか

8 6
・その時の体調や事情に合わせて柔軟にいろい
ろな活動ができていると思う。

14 活動プログラムや行事内容は適切か 9 4 1
・予算はどのようになっているのか？
・ＭＣで個別に関わりたい子がいる。

・月活動予算大枠伝える。

15
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細
やかに設定して支援しているか

6 8
・その日限りのプログラムだけでなく年間を通し
たプログラムがあっても良い。
・その場の‘のり‘で決めている。

・行事以外の年間計画を作成す
る。

16
利用者の状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて個別支援計画を作成してい
るか

6 8

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われる支援の内容や役割分担について
確認しているか（常勤スタッフのみ）

1 1 1

・なんとなく確認や振り返りを行っている感じがあ
るので「必ず」するという意識付けや雰囲気作り
も必要だと思う。

・送迎から戻り１５分でも行う。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか（常勤スタッフのみ）

1 1 1
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19
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか

10 2 2

・記録用紙の検討や記録を支援の検証や改善に
つなげていくことが必要だと思う。
・個別ファイルの記入ができていなかった。

20
定期的にモニタリングを行い、個別支援計画の
見直しの必要性を判断しているか（常勤スタッ
フのみ）

3

・モニタリングや計画の見直しは行われている。
相談支援員や学校等との情報交換がもっと行わ
れるとより充実すると思う。

・次年度は、各学校と年１回情報
交換会を設ける。（東・福特）

21
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わ
せて支援を行っているか

3 8 2

22

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整
（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切
に行っているか

9 4 1

・始業式、終業式、休日行事や振替休業等の予
定が事前に確認できるようにしたい。

・年間計画で提示している。拡大
して掲示しておくと確認しやすい。

23

医療的ケアが必要な利用者を受け入れる場合
は、子どもの主治医等と連絡体制を整えている
か
（理事のみ）

24
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こ
ども園、児童発達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めているか

4 3 3

25

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所か
ら障害福祉サービス事業所等へ移行する場
合、それまでの支援内容等の情報を提供する
等しているか

5 7

・個人的に情報を提供する機会がない。

26
他の専門機関で助言や研修を受ける機会はあ
るか

12 1

・まだまだ（個人的）足りない。 ・

27
他の福祉事業所と交流し情報交換の機会はあ
るか

9 2 1

・理事が意図的に設ける。

28
障害のない子どもや地域の方々と交流する機
会があるか

10 3 1

・交流する機会が増加している
・ママサロン等、努力している。
・地域のボランティアさんたちに来ていただき、交
流できたと思う。今後も交流を続けたい。

・具体的な交流の機会を１つ１つ
作り継続する。今年は吉野堺の
人や保育園、次年度は○○
と・・・。など。

29
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加して
いるか（理事のみ）

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか

10 4

・それぞれその日の担当者が保護者に伝えてい
る。

31
運営規程、支援の内容、利用者負担等につい
て丁寧な説明を行っているか（理事のみ）

32
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に
適切に応じ、必要な助言と支援を行っているか

2 10 1

・帰る事ばかりで話をする時間がない。

33
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか（理事のみ）

34

利用者や保護者からの苦情について、対応の
体制を整備するとともに、利用者や保護者に周
知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応
しているか

9 3

・苦情対応体制の確立が必要である。
・ヒヤリハットに報告したり定期的に行うカンファ
レンスで話し合ったりしている。

・窓口で対応するときと個別に対
応が必要なときがある。

35
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を利用者や保護者に対
して発信しているか

10 2

・保護者だけでなく、スタッフにも伝わっているの
か不思議である。

36 個人情報に十分注意しているか 13 1

・A利用者の家庭状況をB利用者に話していて、
それは個人情報なのではないかと思ったことが
あった。「Aちゃんのお母さんがケガをしたからA
ちゃんお休みなんだよ～。」これは例だが、楽し
いお話の中に個人情報が入っている時がある。

・個人情報の扱いに対する基本
的な心構えを確認する。家庭の
話は必要なこと以外はしないとい
う認識を各自に促す。
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37
障害のある利用者や保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか

10 4

38
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っているか

7 4 2

・移転先での対応が必要である。
・今年度はスタッフの負担を減らすという名目で
地域への配慮が欠けていたと思う。
・もっと地域に出ていけるきっかけを作っていきた
い。

・具体的な交流の機会を１つ１つ
作り継続する。今年は吉野堺の
人や保育園、次年度は○○
と・・・。など。

39
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周
知しているか（理事のみ）

40
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練を行っているか

11 3
・地震や水害、災害についての訓練はない。

41
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保
する等、適切な対応をしているか（理事のみ）

42

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、利用者や保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、個別支援
計画に記載しているか

7 4 2

・利用者保護者への十分な説明や個別の支援
計画への記載が必要だと思う。
・「車いす等に座るときは安全に配慮しベルト等
をする」の記載はある。
・情緒的に安定している利用者が多いので、拘
束等の対処を考えたことがない。

43
食物アレルギーのある利用者について、医師の
指示書に基づく対応がされているか

10
・医師より親の指示だけのような気がする。

44
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
しているか

14

45
勤務していて困ることやストレスになることがあ
りましたらご記入ください

・ミュージックケアの研修を受けた
スタッフとの連携で他の曜日も行
えるとよい。

46
勤務していてやりがいや嬉しいことがありました
らご記入ください

47
今後取り組んでみたいことなど、その他ご意見
がありましたらご記入ください

・ミニ旅行または新事業所お泊ま
り会を計画する。
・個々に取り組みたい研修を推進
する。

そ
の
他

・自転車操業にならないように年
間計画を作成する。
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（自由記述）
・活動を考えることが苦手なので苦労している。
・利用者、スタッフの欠席等による勤務変更が必要になる時、特に欠席
が重なったり続いたりするとストレスが大きい。
・私自身が他スタッフのストレスとなっている。
・情報の共有ができていない。
・出勤日の時にしか、MCができず、対象者が固定してしまうので申し訳な
く・・・。また、放課後等デイサービスの子どもたちにもきちんとしたプログ
ラムで提供できたらいいのになあ・・・と思う。
・スタッフ間が上手くいかないと、緊急時にスタッフが団結して動けるか不
安。「利用者さん第一」であらねばならないのに。

（自由記述）
・利用者の笑顔。保護者からの励まし。
・利用者がはぁもにぃへ来たことを喜んでくれた時。保護者の事業所やス
タッフに対する満足感を伺った時。スタッフ同士の気持ちが通じた時や
チームとしての一体感を感じた時。
・利用者様の笑顔がとてもうれしい。
・日々の‘フツー‘が何よりである。
・利用者さんが私を認識してくれた時。
・利用者さんが活動やお話の中で楽しい、夢中などの表情が読み取れた
時はうれしい。
・美術館に行ったり、紙すきの体験ができたりと、いろんな場所に出かけ
られて楽しいし、そこでの利用者さんの良い表情（中とは違う）を見ること
ができるので、外に出る機会が増えると良い。
・「〇〇してみたい」と声にあげたとき、周りのスタッフがそのことに対して
ポジティブに捉えて頂き協力してくれること。発作ではなく、自然な笑みが
表情として確認でき、児もあきらめずに何かを訴えようと努力してくれると
き、もっとコミュニケーションをとれる、とうれしくなる。
・利用者さん、保護者、スタッフの笑顔が見られたときうれしく思う。
・いつも、利用者の皆さんからたくさんのものを頂いている（温かい笑顔、
元気、忍耐、強さ、小さな幸せに気付く心などなど・・・。）感謝、感謝であ
る。

（自由記述）
・全員での旅行、または研修会（職員だけの）
・具体的なことは分からないが、みんなが充実した地域生活を送ることが
できるためのサポートをしていきたい。
・日々安心して過ごせること。そのための準備。
・美容から身体、心の変化を見ていきたい。
・自身の多忙と調査不足によりなかなか叶いませんが、MCの個別計画・
スケールを作り、その効果を高められたら・・・、と思う。
・「ユマニチュード」（フランス発祥のケアの技法）について勉強してみたい
と思っている。

（自由記述）
・毎日勤務して、いろいろな子どもたちと関わっていないため、アンケート内容に対して中途半端な回答しかできず申し訳ない。
また、いろいろな行事に参加できず、家人との交流も少ないので今後努力していきたいと思う。また、その日の受けもち利用者
以外、他のスタッフにお任せでそれも申し訳ないと思っている。
・「はい」「どちらともいえない」「いいえ」のスケールを記入する際、『完全ではないけれど‘努力している‘→これは「はい？」「どち
らでも？」自分に自信がありませんが・・・』新しい事業所になっても、この雰囲気のまま皆で切磋琢磨しつつ、柔軟にサービス提
供できる方針の仲間でいたいと思っている。
・自転車操業にならないように、焦らず、欲張らず、大切にしたいポリシーを理事、家族、職員、利用者さんと共有していってほし
いと思っている。


